
育
児
は
親
も
育
つ
も
の

　

現
在
、
14
歳
の
長
男
、
12
歳
、

11
歳
、
8
歳
の
女
の
子
、
2
歳

の
次
男
の
子
育
て
真
っ
只
中
で

あ
る
つ
る
の
剛
士
さ
ん
。
ざ
っ

く
ば
ら
ん
な
お
話
は
、
Ｍ
Ｃ
と

の
和
や
か
な
ト
ー
ク
形
式
で
進

み
、
手
話
で
の
通
訳
と
パ
ソ
コ

ン
要
約
筆
記
も
入
り
ま
し
た
。

育
児
マ
ニ
ュ
ア
ル
片
手
に
奮
闘

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
子

育
て
。
二
人
目
で
は
一
人
目
の

経
験
か
ら
熱
を
出
し
て
も
安
心

し
て
い
ら
れ
る
ほ
ど
に
。
5
人

目
と
も
な
る
と
「
さ
あ
、
免
疫

を
つ
け
る
時
期
が
や
っ
て
き
ま

し
た
」
と
喜
ぶ
く
ら
い
に
な

り
、
5
人
の
子
育
て
を
通
し
て

経
験
値
を
あ
げ
て
き
た
そ
う
で

す
。
親
と
し
て
子
ど
も
を
育
て

る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
と

と
も
に
親
も
育
つ
意
識
を
大
切

に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
子
ど

も
が
産
ま
れ
て
い
き
な
り
イ
ク

メ
ン
に
な
れ
る
お
父
さ
ん
な
ど

い
る
は
ず
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

奥
様
と
一
緒
に
育
児
を
し
な
が

ら
た
く
さ
ん
喧
嘩
も
し
て
、
少

し
ず
つ
経
験
を
重
ね
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
今
の
つ
る
の
さ
ん
が

あ
る
と
の
こ
と
。「
夫
婦
で
同

じ
方
向
を
向
き
、
同
じ
目
標
を

持
っ
て
進
ん
で
行
く
こ
と
で
、

と
も
に
育
っ

て
い
け
た
ら
」

と
ご
自
身
の

体
験
を
交
え
な
が
ら
講
演
は
進

み
ま
し
た
。

元
気
の
源
は
両
親
か
ら

　
「
パ
パ
と
マ
マ
の
子
な
ん
だ

か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
ご
両
親

の
言
葉
が
、
ご
自
身
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
た
つ
る
の
さ
ん
。

育
児
休
暇
を
取
る
こ
と
に
不
安

は
無
か
っ
た
の
だ
と
か
。
大
切

な
の
は
ご
自
身
で
育
児
を
経
験

す
る
こ
と
で
し
た
。
2
度
の
育

児
休
暇
を
通
し
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
奥
様
の

理
解
者
に
な
れ
た
こ
と
。
子
ど

も
の
い
る
日
常
が
い
か
に
大
変

で
あ
る
か
が
わ
か
り
、
経
験
値

が
上
が
る
有
意
義
な
時
間
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

現
在
つ
る
の
家
は
小
学
校
に

て
3
回
目
の
P
T
A
活
動
に
参

加
中
。「
育
児
は
、
家
庭
が
中

心
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
P
T
A

や
学
校
、
地
域
の
方
と
と
も
に

協
力
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で

語
り
、
講
演
会
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
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New Education of YOKOHAMA
　　　　　　　　～のぞいてみよう 明日の教室～

横浜市立上菅田特別支援学校
３面コラム　ここに母校あり～未来へはばたけ～

やったね！ ご家族での
W
ダブル

授賞

ご挨拶される荒木田副市長盛大に行われた祝賀会

会
長
賞
一
般
の
部

教
育
長
賞
一
般
の
部

教
育
長
賞
児
童
生
徒
の
部

会
長
賞
児
童
生
徒
の
部

市P連　平成30年11月５日、第10回横浜市ＰＴＡ連絡協議会三行詩コンクール入賞作品が決定しました。応募総
数1183作品。１次審査・最終審査を経て、今年度の優秀作品が選ばれました。教育長賞と会長賞は12月15
日、横浜市教育会館にて表彰式が行われました。授賞式後、作者や家族から作品の背景や思いが語られま
した。市Ｐ連会長は「ふだんから感じていないと文章に表現できません。家族との関係が素晴らしいので
しょう」と話しました。世代を越えて応募された作品も入賞しました。どの作品も心温まるものでした。
　来年度もすてきな作品に出会えるのが楽しみです。

　
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
70
周
年
記
念
式
典
が
関
内
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
Ｐ
連
海
上
良
太
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
荒
木
田
百
合
副
市
長
、
横
浜

市
会
議
長
、
横
浜
市
教
育
委
員
会
教
育
長
、
横
浜
市
立
中
学
校
長
会
会
長
、
歴

代
会
長
代
表
よ
り
祝
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
く
記
念
講
演
で
は
、
つ
る
の
剛

士
氏
を
お
招
き
し
、
つ
る
の
流
子
育
て
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
て
祝
賀
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
我
が
子
を
幸
せ
な
人
に
育
て
る
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
の
流
子
育
て
と
は
」

つ
る
の
剛
士
さ
ん

「
俺
の
ば
っ
ち
ゃ
ん
最
強
だ
か
ら
」

魔
法
の
声
に
背
中
を
押
さ
れ

酷
暑
の
夏
を
乗
り
越
え
ら
れ
た

　
　

横
浜
ば
あ
ば
（
川
上
小
・
秋
葉
中
）

子
ど
も
の
未
来
を
見
た
い
か
ら

今
は
痛
い
の
我
慢
し
て

私
は
病
気
を
治
し
ま
す

　
　

飯
嶌
理
恵
（
菊
名
小
）

な
ん
で
も
で
き
る
お
兄
ち
ゃ
ん

四
年
経
つ
と
お
兄
ち
ゃ
ん
の
歳
で
も
や
っ
ぱ
り

お
兄
ち
ゃ
ん
は
四
年
先
に
い
る
。
頑
張
れ
私
。

　
　

石
濵　

夢
（
茅
ケ
崎
中
３
年
）

“
死
に
た
い
”
そ
う
声
に
出
し
て
言
っ
た
け
れ
ど
、

胸
に
手
を
当
て
れ
ば
“
生
き
た
い
”

そ
う
命
は
叫
ん
で
い
る
ん
だ
よ
。

　
　

齊
藤
麻
衣
子
（
富
岡
東
中
３
年
）

反
抗
期　

親
と
の
間
に
で
き
る
か
べ

で
も
親
の
愛
情
は

か
べ
ご
し
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ

　
　

し
ろ
く
ま
（
能
見
台
南
小
６
年
）

新
盆
の
お
く
り
火
を
消
す
夕
立
ち
に

ま
だ
み
ん
な
と
い
た
い
よ
、

と
き
こ
え
た
祖
父
の
声

　
　

陽
菜
乃
（
緑
小
６
年
）

お
と
う
と
が
う
ま
れ
た
。

少
し
の
さ
び
し
さ
と
、

た
く
さ
ん
の
し
あ
わ
せ
。

　
　

田
村
心
美
（
原
小
３
年
）

つ
ら
い
時
、
マ
マ
は
話
を
聞
い
て
く
れ
る
。

パ
パ
は
だ
っ
こ
で
は
げ
ま
し
て
く
れ
る
。

だ
か
ら
ぼ
く
は
、
ニ
ッ
コ
ニ
コ
。

　
　

つ
か
田
と
よ
み
ち
（
相
武
山
小
２
年
）

う
ま
れ
た
と
き
は
し
に
そ
う
で
、

し
あ
わ
せ
に
そ
だ
っ
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ
た

わ
た
し
の
名
前
は
育
幸
で
す
。

　
　

松
本
育
幸
（
小
田
小
２
年
）

見
つ
か
っ
て
よ
か
っ
た
２
さ
い
の
子
。

ぼ
く
の
お
と
う
と
と
同
じ
年
。

し
っ
か
り
手
を
つ
な
い
で
あ
る
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

中
す
ゆ
う
じ
（
緑
小
２
年
）

せ
ん
そ
う
は
、
い
の
ち
も
な
く
な
る
。

た
べ
も
の
も
な
く
な
る
。
い
え
も
な
く
な
る
。

み
ら
い
も
な
く
な
る
。
す
べ
て
な
く
な
る
。

　
　

小
見
山
琴
羽
（
東
汲
沢
小
１
年
）

小
さ
く
な
っ
た
母
の
背
中

強
く
な
っ
た
私
の
力

何
枚
が
い
い
か
な
肩
揉
み
券

　
　

小
宮
瑠
楠
（
泉
が
丘
中
３
年
）

僕
が
笑
う
と
母
は
優
し
く
な
る

母
が
笑
う
と
家
の
明
か
り
が
増
し
て
く
る

父
が
笑
う
と
心
強
く
な
る

　
　

佐
藤　

煌
（
緑
小
６
年
）

母
と
言
い
合
い
し
て
い
る
と

兄
が
そ
わ
そ
わ
し
は
じ
め
て

私
に
助
け
舟
を
出
し
て
く
れ
る

お
兄
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う

　
　

小
林
羽
衣
（
秋
葉
中
２
年
）

あ
な
た
が
産
ま
れ
た
そ
の
日
か
ら

私
の
人
生
に
色
が
つ
い
た

と
っ
て
も
素
敵
な
色
が
つ
い
た

　
　

野
村
宏
代
（
菊
名
小
）

自
閉
症
の
息
子
よ
、
こ
だ
わ
れ
こ
だ
わ
れ
、

と
こ
と
ん
こ
だ
わ
れ
。
そ
の
こ
だ
わ
り
に
、

母
は
ど
こ
ま
で
も
付
き
合
う
か
ら
。

　
　

口
石
由
吏
江
（
港
南
台
ひ
の
特
別
支
援
）

「
輝
い
て
い
る
未
来
が
い
い
な
」
と
書
い
た
娘

何
が
あ
っ
て
も
、
何
が
無
く
て
も

あ
な
た
の
命
は
輝
い
て
い
ま
す

　
　

今
別
府
尚
美
（
東
中
田
小
）

「
大
切
に
す
る
か
ら
ね
。」

産
ま
れ
た
ば
か
り
の
弟
を
抱
き
な
が
ら

こ
う
語
り
か
け
た
、
ち
っ
ち
ゃ
な
お
兄
ち
ゃ
ん
。

あ
り
が
と
う
。

　
　

小
林
智
子
（
矢
向
小
）

「命の大切さ」
「みらい」

「家族のきずな」

◎
三
行
詩
と
は
…

　
日
ご
ろ
の
思
い
や
意
見
な
ど
を

　
三
行
程
度
の
短
い
文
章
に
し
た
も
の
で
す

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

●Profire
つるの剛士さん
「ウルトラマンダイナ」
アスカ隊員役を熱演後、俳優、
タレント、歌手として活躍中。
二男三女の父親で2度の育児休
暇取得を経験。

記
念
講
演

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

創
立
70
周
年
記
念
式
典
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デジタルビジネス局

　横浜市で唯一、継続的にプロジェクションマッピングを制作・公開
している上白根中学校。始まりは３年前の文化祭でした。以前から生
徒たちの間では、「プロジェクションマッピングを制作したい。」との
声はありましたが、専門的な知識が必要なため、なかなか実現しませ
んでした。そんな時、元美術教諭の相原裕校長先生が赴任されると、
アシスタントティーチャーとして来校されていた横浜美術大生の星宮
僚太郎さんのご協力のもと、情報科学部と美術部の生徒でプロジェク
ションマッピングの制作が始まりました。
　最初の２年間はアシスタントティーチャーの指導を中心に制作して
いましたが、３年目の今年は、生徒間でも先輩が後輩に教える姿も見
え始め、生徒主導でテーマから絵コンテ、音楽まで手掛けました。

　プロジェクションマッピングは毎年冬に上白根中学校（旭区上白根
町）で一般公開もされ、ＰＴＡの皆さんは、生徒たちの夢の詰まった

　2020年より全国で実施される新しい学習指導要領に基づく英語教
育。「一体どんな授業になるの？」という保護者の目線から、横浜市
教育委員会国際教育課加納浩平係長と西村秀之指導主事にお話を伺い
ました。

：横浜市では国（文科省）に先駆けて、英語教育・国際教育をいち
早くスタートしていますね。これからの英語教育について、横浜市が
めざしているものを教えてください。

：歴史的背景、土地柄も関係していますが、横浜市では昭和62年か
ら国際理解教室を導入しています。現在では小学校１年生から６年生
まで、AET（外国人英語指導助手）と英語に慣れ親しめる授業を行っ
ています。今後もこれまでと同様に慣れ親しみながら英単語やフレー
ズをたくさん「聞く」「話す」という中で、「読む」「書く」へ自然に
つながるような授業を展開していきます。中学へスムーズな接続がで
きるよう、1年から6年までを通して、自然にくりかえし英語に触れ
ることができるカリキュラムの作成が大切になってきます。また中学

校では、AETを多く配置し
た特別プログラム「スーパー
イングリッシュプログラム」
がすでに横浜市の全校を対
象にスタートしています。
　これからは「英語を使って
何ができるのか」が大切にな
ります。英語を覚えることで

ているそうです。
　外国語活動担当の先生にうかがったとこ
ろ、この「英語村」では、通常の英語の授業
よりも積極的に英語でコミュニケーションを
とる姿が見られるとのこと。にぎやかに装飾
された校内に、思い思いの仮装をした先生や
児童。その非日常的なふんい気の効果もある
のでしょうか。
　帷子小では、通常の外国語活動にも力を入
れています。特に聞く機会と自分で考える機
会を多く作ることで「英語を伝えたい」とい
う思いをもてるような授業づくりをされてい
るそうです。校内には英語で書かれた掲示物
も多数あり、普段から英語が自然に目に入る
工夫がされていました。
　中学校での様子を見た先生や保護者の印象
では、帷子小の卒業生は、英語に対する意欲
が高く、話すことも得意な傾向があるとのこ
とでした。

　帷子小学校では、土曜参観
の授業をすべて英語で行う

「英語村」を６年前から実施。
学校全体をホーンテッドス
クールと称して、他の教科と
関連した外国語活動の場を
設置しています。教科化を控

え注目される英語教育をどう実践しているのかを取材しました。
　朝９時、英語による校内放送が流れ、児童たちが体育館に集まってき
ました。仮装した姿も多く見られます。外国人ボランティアの方に英語
で話しかけ、パスポートにスタンプをもらったら入村式の始まり。児童
による司会も校長先生のお話も、もちろん英語です。
　入村式が終わったら、たて割りのグループごとに、６年生のリード

で各教室を回ります。どの学年でも英語で
楽しめるオリジナルの活動。通常よりも、
コミュニケーション重視の内容を先生方全
体で考えています。
　英語に対する苦手意識を少しでもなくし、
英語を聞いたり話したりすることを目指し

はなく、英語を手段として活用しながら自らかかわり、多様性を尊重し、
協働、共生できるような子どもたちを育んでゆきたいです。

：子どもたちが英語に興味を持ち、楽しく学べるよう、先生方も工
夫をされているのですね。

：小中学校が共通理解を図り、９年間を見通したプログラムを策定し
ています。より良い英語の授業づくりのための研修も充実させています。
選ばれた学校や一つの地域ではなく、横浜市の全校で同じく質の高い授
業を受けられるよう、2017年よりワークショップ形式で教員の研修を積
み重ねています。

　現代社会は、テストの点数が取れる人ではなく、グローバルでかつ、
学んだ知識を最大限発揮できる人材を求めるようになってきています。
　そこで、教育のあり方にも変化が求められる中、横浜市では次のよ
うなことを教育ビジョンとして掲げています。

　今回、このビジョンの実現に深く関係するアクティブラーニングに
ついて、横浜市教育委員会指導部教育課程推進室丹羽正昇首席指導主
事と、岸田薫主任指導主事へお話を伺いました。

：アクティブラーニングとは？
：これは「主体的・対話的で深い学び」という授業をしていきましょ

Q

ここに母校あり〜未来に羽ばたけ〜

横浜市立
上菅田特別支援学校

　横浜市立上菅田特別支援学校は1974年４月
に設立され、2019年に開校45周年を迎えます。

　ＰＴＡは開
校同年９月に
発 足 し、「 子
どもたちの充
実した学校生

活をサポートすること」「会員相互の連携や交
流を深めること」を重視して、活動を続けてい
ます。
　役員会では、毎年夏休みに「夏のつどい」を
開催しており、ＰＴＡ会員が家族で参加して音
楽や演劇の鑑賞などを楽しんでいます。秋には
地域の皆さまや企業からの協力を得て、「ＰＴ
Ａバザー」を開催しています。
　学年学級委員会は主にＰＴＡバザーの売り場
を取りまとめ、また、ほかの委員会と合同でイ
ベントを開催しています。成人教育委員会は、
会員間の親睦を図る交流会のほか、介護や公的
制度に関する勉強会や余暇活動についての講習
会などを開催しています。進路委員会は、高等
部卒業後の進路に関する情報を収集し、施設見
学会の実施や卒業生を招いて懇談会を開催して
います。広報委員会は年４回広報誌を発行して
おり、行事やイベントなどの様子を校内外に向
け発信しています。
　近年仕事を持つ会員が増えていますが、小学
部から高等部まである本校ではＰＴＡの活動が

「学年・学部を超えた情報交換や相談の場」と
なっています。
　また、今年度は本校保護者の呼びかけで神奈
川県内の県立・市立肢体不自由特別支援学校有
志10名が集まり、【enjoy ist。かながわ】を
創刊しました。
　黒岩祐治神奈川県知事とこども医療センター
医師にインタビュー
し、各種記事の取材・
執筆から誌面のデザイ
ン・レイアウトまでを
保護者が担当し、１年
半をかけて制作しまし
た。
　この本に、障害が
あっても外に出て様々
なことを楽しんでいる
子どもの姿を伝えることで、多くの方にいろい
ろな人がいることを知ってもらい、障害の有無
にかかわらず手に取ってくださった方がそれぞ
れの新しい楽しみを見つけるきっかけになれ
ば、という願いを込めました。
　【enjoy ist。かながわ】を制作することで、
あらためて様々な方との “つながり” のあたた
かさを感じました。子どもたちは、多くの方と
つながって日々を健やかに過ごせています。こ
れからも子どもたちが元気に毎日を楽しめるよ
う、“つながり” を広げていけるＰＴＡ活動が
できればと思います。

【enjoy ist。かながわ】創刊

 あなたの夢はなんですか？ ◆プロジェクションマッピング◆　 知りたい！ 新しい英語教育！！

文化祭で公開されたプロジェクションマッピング

夢を乗せた紙飛行機が様々な出会いや困難を乗り越えていく物語

◀横浜市中学生英語 
祭〈English Festival〉
は市の英語科教員で
組織される研究会とタ
イアップして、毎年８
月に実施しています。
２年前より内容を一新
し、１日かけ少人数で
AETと共に、課題 解
決に取り組みます。（延
べ２日間実施）

《 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 》

「アクティブラーニング」って、なに？

横浜教育ビジョン2030
「自ら学び　社会とつながり　ともに未来を創る人」

プロジェクションマッピング
を応援するため、一般公開の
お手伝いをされています。
　上白根中学校のプロジェク
ションマッピングは、生徒た
ちや協力してくださる相原校
長先生や横浜美術大生・教職
員・ＰＴＡの皆さんの夢の詰
まった作品でした。

うという考え方です。講義型
の受け身の授業から、児童生
徒が問題意識をもって、より
主体的に学ぶことを象徴して
います。小中学校では、主体
的な学びの活動がつくられる
ような工夫がすでに行われています。

：先生方の取組は？
：横浜市が策定した「横浜教育ビジョン2030」を受け、主体的・

対話的で深い学びの実現に向けて「横浜市立学校　カリキュラム・
マネジメント要領」を作成、配付しました。また、「授業づくりガ
イド」も配付し、授業のブラッシュアップに取り組んでいます。

：実施の目的は？
：これからの時代、だれかに何かを教わらなければ動けないとい

うことではなく、何が問題でどのように解決できるかまでを自ら考
える力が必要です。課題を発見し、みんなでコミュニケーションを
取りながら解決していくなかに、実感と達成感を味わえる学びを実
現していきます。

Q
A

Q
A

  一歩先ゆく英語教育「帷子英語村」 帷子小学校
（保土ケ谷区）

各教室で活動を担当す
る、AETの先生と様々
な出身国のボランティア

英語村の
　パスポート

体育館で行われた活動。３
年生のまち探検の学習を
活かして、英語で道案内

平日開催の2年間を経て、
土曜参観（理科の授業）

廊下にもアクティビティ
を用意（写真はブレスレッ
トづくり）

ＰＴＡによる飾りつけ

　横浜市では全国でもトップクラスの素晴らしい国際教育・英語教育
がなされていることを実感しました。もっと英語教育についての情報
に耳を傾け、保護者として共有してゆくことが大切に感じます。先生
方、教育委員会の皆さまにあらためて感謝しつつ、私たちも一緒に授
業を受けたい気持ちになりました。

　今回の取材を通して、子どもたちのこれからの学びを知ることができ
ました。
　保護者としては、楽しみながらいろいろなことを学んでいってほしい
と思います。
　横浜市から、より多くの子どもたちが世界で活躍できるよう、期待し
ながら見守っていきたいです。

小学校 ● 英語村（希望校で実施。
平成30年度は19校が希望）
中学校 ● 英語祭〈English Festival〉

（参加希望者を募り実施。平成30年
度は２日間で125名が参加）● SEPRO

［Super English Program］（一つの
教室に複数名のAETが入る授業。
各学校で計画し実施）

「子どもたちが生き生きと
英語を使う場」の国際教育
課による実施例

【enjoy ist   

】
書
店
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
注
文
で
き
ま
す
。

。
か

な
が

わ

A

Q

Q

A

A

＊ 「英語村」を支える
　　　　　　   　ＰＴＡ
　校内を彩り、気分を盛
り上げる華やかな飾りつけは、ＰＴＡの保護者に
よるもの。各教室で使われる教材も、先生と連携
して作成します。当日は、受付や校内案内を担当
します。

上白根中学校
（旭区）

品物を仕入れるときに
大切にしていることは
ありますか？

もう一度、取材して
別の角度からも
調べてみたほうがいいね。

※授業づくりガイド表紙より抜粋

このグラフだけで
問題点が指摘できるかな？

学ぶこと
への興味

・関心！

多様な人・も
の・ことから

の学び！

各教科等で
身に付けた

力の活用！
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今
年
度
も
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
主
催
の
「
第
62
回
Ｐ
Ｔ
Ａ

音
楽
交
歓
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
、
64
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
市
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
年
に
一
度

交
流
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

３
日
間
の
開
催
期
間
中
、
合
唱

だ
け
で
は
な
く
、
バ
イ
オ
リ
ン
や

ふ
だ
ん
馴
染
み
の
な
い
ツ
リ
ー

チ
ャ
イ
ム
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
な

ど
の
演
奏
も
あ
り
、
繊
細
で
き
ら

び
や
か
な
音
色
で
客
席
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
静
か
な
ア

カ
ペ
ラ
合
唱
か
ら
一
転
、
２
曲
目

で
軽
快
な
振
り
付
け
の
曲
を
披
露

し
た
グ
ル
ー
プ
は

選
曲
の
意
外
性
で

観
客
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　
「
来
年
は
孫
と

参
加
予
定
で
す
！
」

と
お
話
し
を
さ
れ

る
メ
ン
バ
ー
が
い

る
グ
ル
ー
プ
は
、

今
ま
で
30
回
以
上
も
参
加
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
一
方
、
今
年
４

月
に
発
足
し
、
初
参
加
と
い
う
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

し
た
。
伴
奏
を
含
め
５
名
の
メ
ン

バ
ー
で
し
た
が
、
そ
の
力
強
い
歌

声
を
場
内
は
温
か
い
雰
囲
気
で
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
音
楽
交
歓
の
つ
ど
い
」

は
、
音
楽
を
通
じ
て
出
演
者
と
観

客
が
実
際
に
顔
と
顔
を
合
わ
せ
、

絆
を
深
め
ら
れ
る
活
動
で
す
。
出

演
者
の
皆
さ
ん
の
心
を
一
つ
に
し

た
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
観

客
の
皆
さ
ん
も
、
笑
顔
で
身
体
を

揺
ら
し
た
り
手
拍
子
を
し
た
り

と
、
ま
さ
に
音
楽
を
通
じ
た
交
歓

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
日
間
を
通
じ
て
、
美
し
い
歌

声
や
音
色
が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡

り
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
イ
キ
イ
キ

と
達
成
感
に
満
ち
た
表
情
が
印
象

的
で
し
た
。
音
響
設
備
が
整
っ
た

ホ
ー
ル
で
発
表
す
る
機
会
を
も
つ

こ
と
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
意
欲

向
上
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

来
年
も
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
集

い
、
表
現
の
楽
し
さ
や
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
温
か
さ
を
感
じ
ら

れ
る
催
し
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
ま
だ
出
場
し
て
い
な
い
グ

ル
ー
プ
も
、
次
回
は
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　10月16日、関内ホールで銀座パートナーズ法律事務所の弁護士である
岡本正先生を講師にお招きし、「個人情報保護法改正」に伴う研修会が開
催されました。約400名のＰＴＡの皆様が参加しました。
　改正個人情報保護法の改正前と改正後のちがいについて、項目ごとに説
明がありました。改正後はすべての事業者に個人情報保護法が適用される
ため、ＰＴＡや自治会なども該当します。個人情報を集めるとき、保管す

るとき、第三者に提供するときのルールなど
を教えていただきました。最後に参加者から、
広報誌の写真の載せ方や、学校やＰＴＡに提
出された書類の個人情報の取扱いについて質
問がありました。利用目的を明記しそれ以外
に使用しないなど、法律に基づいた正しい取
扱いが重要です。組織内での研修などを実施
し、一人ひとりが意識して個人情報を適切に
扱うことの大切さを学びました。

　
「
写
真
賞
」
を
受
賞
で
き
て

手
放
し
で
喜
ん
で
い
ま
す
。
特

に
表
紙
の
写
真
は
毎
回
み
ん
な

で
楽
し
ん
で
撮
っ
て
い
た
の

で
、嬉
し
さ
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

６
月
号
の
表
紙
は
演
劇
部
が

「
さ
さ
え
あ
う
」
ポ
ー
ズ
を
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
10
月
号

は
西
谷
中
の
伝
統
行
事
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
写
真
。
そ
し
て
学

年
末
号
は
西
谷
中
の
第
１
期
・

第
３
期
卒
業
生
を
モ
デ
ル
に
担

ぎ
出
し
、
ガ
ク
ラ
ン
を
き
て
も

ら
っ
て
呵
々
大
笑
の
痛
快

シ
ョ
ッ
ト
。

　

さ
ら
に
特
別
号
は
『
君
へ
贈

る
言
葉
』
と
い
う
、
先
生
か
ら

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た

64
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
写
真
集
で
し

た
。

　

広
報
委
員
会
っ
て
人
気
が
な

い
そ
う
で
す
が
、
実
は
一
番
面

白
い
ん
で
す
よ
、
ホ
ン
ト
に
。

　

西
谷
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

広
報
委
員
会
前
委
員
長

�

福
田　

敬
道　

文部科学大臣表彰
❖団体
横浜市立白幡小学校ＰＴＡ� 神奈川区
横浜市立上飯田小学校ＰＴＡ� 泉区
❖個人
栗原　秀泰　　市Ｐ連元会長� 都筑区
森川　智之　　市Ｐ連元会長� 港北区
生田　麻実　　市Ｐ連前会長� 青葉区

神奈川県教育委員会表彰
横浜市立菅田小学校ＰＴＡ� 神奈川区
横浜市立上川井小学校ＰＴＡ� 旭区
横浜市立都岡中学校ＰＴＡ� 旭区
横浜市立篠原西小学校ＰＴＡ� 港北区
横浜市立城郷小学校ＰＴＡ� 港北区
横浜市立緑小学校ＰＴＡ� 緑区
横浜市立田奈小学校ＰＴＡ� 青葉区
横浜市立荏田南中学校ＰＴＡ� 都筑区
横浜市立都筑小学校保護者と教職員の会
� 都筑区
横浜市立中村特別支援学校ＰＴＡ
� 特別支援学校部会

日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰
❖団体
横浜市立緑小学校ＰＴＡ� 緑区
横浜市立田奈小学校ＰＴＡ� 青葉区
横浜市立都筑小学校保護者と教職員の会� 都筑区
❖特別功労
栗原　秀泰　　市Ｐ連元会長� 都筑区
生田　麻実　　市Ｐ連前会長� 青葉区
鈴木　秀髙　　市Ｐ連元副会長� 南区
野澤　眞二　　市Ｐ連元書記� 緑区
相原　和行　　市Ｐ連元副会長� 瀬谷区
渡辺　祐子　　市Ｐ連元副会長� 港南区
亀澤　好子　　市Ｐ連元書記� 戸塚区
山下　久美子　市Ｐ連元副会長� 保土ケ谷区
丸山　智美　　市Ｐ連元副会長� 戸塚区
星　　睦　　　市Ｐ連元書記� 旭区
土志田　浩　　市Ｐ連元副会長� 港北区
鈴木　信裕　　市Ｐ連元会計� 緑区
❖個人
安藤　秀朗　　市Ｐ連前副会長・領家中学校長
栁澤　潤　　　市Ｐ連前副会長・戸部小学校長
荒巻　正則　　市Ｐ連副会長
七海　雷児　　市Ｐ連副会長
青木　潤　　　市Ｐ連書記
菅野　陽子　　市Ｐ連会計
橋本　静江　　市Ｐ連会計

　

平
成
30
年
９
月
13
日
・
14
日
、

北
九
州
市
で
第
74
回
指
定
都
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

横
浜
市
Ｐ
連
か
ら
役
員
の
代
表
と

事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
日

目
は
、
子
育
て
シ
ン
ガ
ー
ｍ
ｏ
ｎ

さ
ん
に
よ
る
全
体
講
演
会
と
、
分

科
会
に
分
か
れ
て
の
情
報
交
換
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。２
日
目
は《
食

べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
》
を

テ
ー
マ
に
、
西
日
本
新
聞
社
編
成

委
員
の
安
武
信
吾
氏
に
よ
る
記
念

講
演
「
あ
な
た
は
子
ど
も
に
何
を

残
せ
ま
す
か
？
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
５
歳
の
誕
生
日
か
ら
毎
朝
の

お
味
噌
汁
を
作
り
続
け
て
い
る
娘

さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
自
分
で

作
っ
た
弁
当
を
持
参
す
る
取
組
を

行
っ
て
い
る
学
校
の
紹
介
等
、
心

に
響
く
講
演
で
し
た
。

　

平
成
30
年
８
月
24
日
・
25
日

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
新
潟

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県

と
新
潟
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
所
属
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
も

兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
72
名

と
い
う
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
教
育
は
未
来
を
拓
く
新
潟
発

米
百
俵
の
精
神
！
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
今
回
の
大
会
に
、
７

５
０
０
名
の
方
が
全
国
か
ら
参

加
、
１
日
目
は
10
会
場
で
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
よ
る
分
科

会
、
２
日
目
は
新
潟
県
三
条
市
出

身
の
俳
優
の
高
橋
克
実
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
号
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
賜
り
、
無
事
に
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
会
う
メ
ン
バ
ー
で
の
会

議
や
現
場
へ
の
取
材
。
不
慣
れ
な

場
で
も
皆
で
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
協
力
し
て
、
ス
ム
ー
ズ

に
取
材
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
校
で
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
経
験
が
と
て
も
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
出
来
上
が
り
ま
し
た

　

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で

は
、
活
動
方
針
の
一
つ
と
し
て
教

育
環
境
の
改
善
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
な
環
境
の

下
で
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
教
職
員
等
人
員
や
施
設

の
増
強
に
向
け
た
教
育
予
算
の
充

実
を
求
め
、
横
浜
市
会
へ
請
願
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
平
成
30
年
11
月
29

日
、
請
願
書
を
横
浜
市
会
へ
提
出

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
こ
は
ま
」、
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

し
、
12
月
19
日
市
会
本
会
議
に
お

い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
、
中
越
地
震

な
ど
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
長
岡
の

大
花
火
大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
教
育
に
お
け
る
取
組

や
、
震
災
か
ら
の
復
興
の
お
話
な

ど
、学
び
の
多
い
２
日
間
で
し
た
。

第62回PTA

平成30年11月14日〜16日
音楽交歓のつどい

皆でいっしょに決めポーズ！

息を合わせて素敵な音色を奏でました

裏方で支えてくれた事業研修委員の皆さん

参加者の声

横浜市ＰＴＡ連絡協議会研修会
個人情報の取扱い～改正個人情報保護法施行と対応の基礎～

平成30年度優良ＰＴＡほか受賞校・受賞者 平
成
30
年
度　

全
国
小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル

写
真
賞　

横
浜
市
立
西
谷
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
保
土
ケ
谷
区
）

第
74
回
指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

情
報
交
換
会
【
北
九
州
大
会
】

第
66
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

第
50
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
【
新
潟
大
会
】

教
育
予
算
の
充
実
求
め
請
願
書
提
出

…
…
…
編
集
後
記
…
…
…

企画会議で知恵を絞る広報委員たち
請願書を松本研横浜市会議長に提出する
海上良太市Ｐ連会長 新潟大会シンボルマーク

他
の
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
も
良
い

刺
激
と
な
り
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

全
体
合
唱
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
一
味
違
っ
た
も
の

に
し
ま
し
た
が
、
皆
も
楽
し
ん

で
く
れ
た
よ
う
で
良
か
っ
た
で

す
。


